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※本日の結果は２週間後に報告　　※修正は２週間前の結果報告
出席会員数÷算出会員数＝出席率
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（山　形）新野　義章　　雛倉　拓史　　土屋　　瞬
（山形北）雛倉　拓史　　鈴木　利明　　新野　義章　　土屋　　瞬
（山形東）新野　義章　　土屋　　瞬　　

第2089回例会

会長挨拶

例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：宮舘　順治 君
点　鐘：PM６：30　布施　富将 会長 ロータリーソング：「四つのテスト」

　皆様こんばんは。はじめにお客
様のご紹介をいたします。先ほ
ど、記念講演を頂戴いたしました
山形南ロータリークラブ名誉会員
の千歳栄様、米山奨学生のホウ・
スイ・ホウさんがお見えになって

おります。ようこそ山形南ロータリークラブへお越し
くださいました。ごゆっくりおくつろぎください。
　本日は6月30日ということで本当にきりの良いと
ころで本年度の最終例会を迎えることが出来ました。
ありがとうございました。1年前に会長職を拝命し1
年間勤めてまいりましたが、私自身、準備不足や勉強

不足で考えていたことと現実が違うときもあり、本当
にご迷惑をおかけしました。この日を迎えることが出
来たのも、会員皆々様のご指導とご協力の賜物と深く
御礼いたします。ありがとうございました。
　最終例会に名誉会員の千歳様より貴重なお話しもい
ただき、最後に助けていただきました。ありがとうご
ざいました。
　明日7月1日からは新年度へなりますが、山形南
ロータリークラブの益々の発展を祈念いたしまして最
終例会の会長挨拶とさせていただきます。本当にあり
がとうございました。

　
　皆様のご指導とご協力のおかげをもちまして、1年間幹
事を務めることが出来ました。本当にありがとうござい
ました。

幹 事 報 告 寺﨑　利彦 幹事

2015-6／ 30（火）天気（くもり）

委員会報告
　ニコニコBOX  神﨑　祐子 君
○一年間ありがとうございました。
　布施富将君、寺﨑利彦君、鈴木政康君、松田勝彦君、
中村篤君、稲村佳宏君、金子靖二君、伊勢和正君、宮舘
順治君、佐々木吉嗣君、木村政則君、谷口義洋君、長沢
一好君、武田寿美男君、金田亮一君、青山治右衛門君、
高梨和夫君、土田貴英君、菊地賀治君、浅野裕幸君、雛
倉拓史君、菊川明君、関根隆清君、金森正耕君、武田和
夫君、間木野仁美君、熊谷昌和君、太田幸一郎君、神﨑
祐子君

― 最 終 例 会 ―

◇７月の記念日◇

会員誕生日　土田　貴英 君・木村　政則 君・新野　義章 君
　　　　　　中村　　篤 君
結婚記念日　阿部　浩一 君
奥様誕生日　雛倉　拓史 君・浅野　裕幸 君
企業創立記念日　稲村　佳宏 君・大久保章宏 君・佐藤　直人 君
　　　　　　谷口　義洋 君・鈴木　政康 君・武田　秀則 君
　　　　　　間木野仁美 君・高梨　和夫 君



　皆さんこんばんは。本日は最終例会の卓話というこ
とで、昔、山形南ロータリークラブにお世話になった
恩返しに少しでもなればよいと思っています。よろし
くお願いいたします。
　今日は「マンダラの世界　山形」ということで、「山
形」のお話をさせていただきます。「マンダラ」とは仏教
の用語でありますが、要するに「聖なる空間」「聖なる土
地」つまり「住みやすい土地柄」というようなことにな
るのではないかと考えます。
　山形県は強盗、殺人等の凶悪犯罪が日本一少ない県
であります。このような安心安全な住みやすい土地柄
を山形県人の風土と照らし合わせていきたいと思いま
す。

　その前に、レジメにもありますが「犯罪白書のあら
まし」という昭和61年版の旧大蔵省が発刊した本が
あります。この本をたまたま手にした機会があり、中
身を見たところ大変な事が書いてありました。それは
日本各県の凶悪犯罪率の統計でした。その少なさの第
１位は山形県でした。そして第２位が富山県でした。
私は「山」に何か共通するところがあるのではないか
と考えました。残念ながら次の年からは発刊されませ
んでしたが、大変貴重なデータでした。

一　山形県の精神風土を考える

　東北、特に山形県は縄文時代からの精神風土が強く
残っているのではないかと思います。そのひとつが
「自然と共生する思想」だと思います。人間と自然は
共に生きなければならないという精神風土が強いと思
います。その例として「草木塔」というものがありま
す。「草木塔」とは、自然の草や木の命を大切に想い
その命を供養する碑や塔のことですが、主に置賜地方

に多くたてられ、私も何度か建てさせてもらいました。
また、石檀供養塔など石にさえも精神性を感じる文化
がありました。

二　信仰心を育む自然に恵まれている大地

　草木や石にさえも命を感じるような風土はどこから
生まれるのかと考えてみたところ、それは山形人の信
仰心の深さにあるのではないかと思いました。山形に
は「端山信仰」というものがあります。山形の風土論
や景観論を考えるとき、欠かせないのが端山・深山の
山岳形である。山脈に連なる山々で里に近く、あまり
高くもなく美しい山が端山と呼ばれ、里に住む人々に
親しまれていた。端山の奥にさらに高く聳えるのが深
山である。この重なるように結び会う端山と深山の形
が山形に住む人々に篤い信仰心を育んできたのである。
人間にとって死は最大の関心事である。かつて端山の
近くに住む里人も、死と死後の世界のことを葬送の中
で想念したと思う。
　里人が死ぬとその屍は端山の麓に葬った。肉体が腐
敗する頃、その人の魂は肉体を離れて美しい端山の頂
きに登ると考えた。端山に登った霊は、残してきた子
供や家族を山頂からじっと見守って、三十三年のあい
だ頂きに止まるという。そしてさらに高い深山に登り

ゲスト卓話

名誉会員　千　歳　　　栄 氏

　皆さんこんばんは。本日は最終例会の卓話というこ

ゲスト卓話

「マンダラの世界　山形」「マンダラの世界　山形」「マンダラの世界　山形」「マンダラの世界　山形」



山形南ロータリークラブ最終例会

バッジの交換
①布施富将会長から鈴木政康次年度会長へ
②寺崎利彦副会長から伊勢和正次年度副会長へ
③寺崎利彦幹事から中村篤次年度幹事へ
④中村篤副幹事から浅野裕幸次年度副幹事へ
⑤パスト会長バッジ授与
⑥パスト幹事バッジ授与

山形南ロータリークラブ最終例会

そこから天のアノ世に行くと考えたという。我々の身
近にある「千歳山」もそのひとつです。このような信
仰が精神文化を育てたのではないかと考えます。

三　死者の霊を大切にし生きてきた人々

　舟形の土偶が「縄文の女神」として数年前に国宝に
指定されました。そのお話をします。こういった土偶
はなぜ作られたのでしょう？調べてみたところ、当時
は妊婦が亡くなられたときにその亡骸の枕辺に備えて
埋葬したようです。また五感「目」「耳」「鼻」
「口」「手足」が取られておりますが、これはこの世
とあの世は反対で、この世に有るものはあの世では無
く、この世で無いものはあの世では有るという考えか
らのようです。そのような考えは「水に映ると反対に
移る」というところからきているようです。また腹の
所に傷があり、胎児を取り出し供養する、胎児に対し
ても思いやりの心があったようです。
　このような死者への思いやりが山形人の優しさであ
り、長い歴史の中で培われてきた精神風土なのです。
そこのところが「日本一凶悪犯罪の少ない県」といっ
たところに表れているのではないでしょうか。
　また、曼陀羅の図のように山形県も「月山」「湯殿
山」「羽黒山」「葉山」を中心に「鳥海山」「神宝
山」「摩耶山」「御所山」「朝日岳」「蔵王山」「飯

豊山」「吾妻山」などの1,000m以上の山々に守られ、
自然の恵みが凶悪犯罪の少なさにも関係しているので
はないでしょうか。山形の恵まれた自然に生まれ、生
きていることに感謝して本日のお話を終わります。
　ご清聴ありがとうございました。



乾　　杯 鈴木政康会長エレクト
中 締 め 松田勝彦直前会長
手に手つないで 谷口義洋君

懇 親 会
懇親会　進行　熊谷昌和君、間木野仁美君

懇 親 会


